
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   雲南市立病院×地域＝暮らしを診る医師育成プロジェクト『地域暮らし体験』 

    ●時 間：平日 8:30～16:00 

    ●場 所：雲南市立病院・雲南市内の地区など 

    ●対 象：地域医療に関心のある研修医、医学生、その他医療系学生 

    ●内 容：裏面に記載 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】雲南市立病院 地域医療人育成センター（担当：総務課 矢田） 

〒699-1221 島根県雲南市大東町飯田96-1 TEL：0854-43-2442   FAX：0854-43-2398 

【共働団体】雲南市、NPO 法人おっちラボ 

 

【主  催】雲南市次世代育成事業実行委員会、雲南市 

地域医療に従事したい！病気だけじゃなくて、暮らしもみられる医師になりたい！ 

「でも、何から始めたらいいの？」 

暮らしを診る医師育成プロジェクトは、そんな「はじめの一歩」を応援するために 

2014年から始まりました。 

雲南市立病院×地域＝暮らしを診る医師育成プロジェクト 

『地域暮らし体験』 

 



大谷順（おおたにじゅん）院長 

雲南市立病院院長。外科医。雲南市大東町出身。 

「地域医療人育成センター」を開設し、地域医療を担う人材の育成を積極的に 

行っている。また、地域に必要とされる幅広い治療を行える医師として、地域 

総合診療科を設け、地域密着型医療の提供と総合医の育成にあたっている。 

 

森脇義弘（もりわきよしひろ）副院長 

2012年 1月より外科医として勤務。2014年 4月より診療局長兼地域医療人 

育成センター所長。2016年 4月より副院長。 

2011年まで横浜の救命救急センターで勤務後、Ｉターンで雲南市立病院へ。 

雲南地域と雲南に暮らす人々を愛する外科医。 

 

  病院スタッフの実践現場と生の声を体感しよう！         

１． ケーススタディ１～先輩医師たちから臨床現場の生の話を聴く～ 

雲南市立病院で働く医師、看護師、その他医療スタッフから地域医療の実態を聞き、実際の臨床現場での体験を通して、

地域医療の魅力を体感しましょう。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  住民の方とふれあい、暮らしについての理解を深めよう    

２．ケーススタディ２～雲南の地域に住む住民の方に暮らしの実際を聞く～ 

雲南市内の住民の方と一緒に、農作業体験や地域作り活動に参加。 

地域の現状や、文化・歴史などの特徴、生活様式や大切にしている思い 

等を学ぶ機会を得ることが出来ます。 

  民泊体験を通じて、暮らしについての理解を深めよう    

３．民泊 

雲南市内の住民の方や病院ボランティアの方のお家に宿泊させてもらえます。 

民泊を通して、住民の医療に対する思いを聞き、地域の方の暮らしを診て、 

地域医療への理解をより深めてみましょう。 

 

 

 

 

 

雲南市立病院×地域＝暮らしを診る医師育成プロジェクトは、みなさんのニーズに合わせてカスタマイズできます  

このプロジェクトは、病院での体験活動だけでなく、住民の方との交流や農作業体験、民泊などの様々なことが体験で

きます。希望の日程や体験内容など、参加希望の方のニーズに合わせ、カスタマイズしています。関心のある方はぜひ

一度、雲南市立病院総務課までご連絡ください。志ある次世代の地域医療の担い手を、雲南市立病院は待っています！ 

………………………………………………………（キリトリ線）………………………………………………………….…… 

＜参加申込書＞ 

フリガナ 

氏名 
 

連絡先 

TEL 
 

メールアドレス  
所属 

学年 
 

今回の募集を 

知ったきっかけ 

□HP の記事  □Facebook  □紹介        

□大学からの推薦 □その他（        ） 
居住地  

 お申込み内容 ケーススタディ１ ・ ケーススタディ１,２  ／  民泊希望（有・無） 

 


